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長寿医療研究開発費 平成２３年度 総括研究報告書 

 

生活自立を指標とした、生活習慣病の検査値の基準値設定に関する研究（２３－３２） 

 

主任研究者 大内 尉義 国立長寿医療研究センター （特任学術研究員） 

 

研究要旨 

 認知症や認知機能をアウトカムとした各種生活習慣病、老年疾患関連の指標の意義を

明らかにするために、文献データベースに基づくエビデンスの収集を行うことを目的と

し、システィマティックレビューのための検索式の作成とそれによる文献の一次選択を

行った。また、これらの疾患と認知機能低下に関する知見を裏付けるための基礎的研究、

臨床的研究も並行しておこなった。システィマティックレビューに関しては、Medline、

Cochrane data base、医学中央雑誌を用いた検索により、多くの文献が検索されたが、

重要文献がヒットしないケースもあり、キーワードや検索式を工夫するとともに、ハン

ドサーチを利用することにより、網羅的な検索をおこなうこととなった。今後、複写論

文の読み込みによる構造化抄録を作成する。さらに、ADL をアウトカムとしたシステ

ィマティックレビューに関しても同様の作業をおこなう予定である。 

 

 主任研究者 

  大内 尉義 国立長寿医療研究センター （特任学術研究員） 

 分担研究者 
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  細井 孝之 国立長寿医療研究センター 病院（部長） 

  徳田 治彦 国立長寿医療研究センター 病院（部長） 
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  荒井 秀典 日本老年医学会（代議員） 

  下澤 達雄 日本老年医学会（代議員） 

  山口 泰弘 日本老年医学会（代議員） 
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A. 研究目的 

 長寿社会において、心身の自立を促進し、健康寿命を延伸することは最重要課題

の一つであり、国立長寿医療研究センターの理念でもある。数十年前の医療では、

臓器障害後に日常生活機能が低下して死亡するまでの期間は現在よりはるかに短く、

このため生活習慣病の多くの研究が、臓器障害（イベント）や、死亡（生命予後）

をエンドポイントとして研究された。また各学会主導で発刊されているガイドライ

ンでは、認知症の低下や日常生活機能を最終評価項目とした研究の総括は触れられ

ていない。 

 近年我が国は超高齢社会に突入し、疾患が顕著でなくても、軽微な生活自立依存

となっている高齢者が増加し、疾患のストレスが最大の要因として、虚弱から依存

に至ることが最近の研究で判明している。また、脳卒中の急性期医療、心臓インタ

ーベンション医療、骨折後リハビリテーション医療など、近年の医学の進歩によっ

て臓器機能障害が直ちに生活機能低下に結びつきにくくなっている。 

 一方内外の大規模研究では、生活習慣病・老年疾患の治療に関して、ADLや認知

機能を従属変数としたサブ解析も増加している。各学会などの専門領域では、これ

らに呼応したコホート研究も増加していると思われるが、全容は明らかではない。 

 このような趨勢において、生活習慣病・老年疾患の主要な検査や所見の指標の異

常が、将来の生活機能の低下を推し量りうるのか、もしそうならば、どの程度の異

常値が意味を有するのかといった、「生活機能予後」をターゲットとして、健康診断

の結果に対し将来の自立機能への安心や警鐘となる意味を付加するならば、健康増

進事業の価値も一層高めることになろう。 

 本研究は、生活自立を指標とした、生活習慣病・老年疾患の検査値の最適な範囲

の設定を模索することを目的としている。具体的には、1. 各種生活習慣病・老年疾

患と認知機能低下やADL低下との関連について、文献的にシスティマティックレビ

ューをおこなうこと 2. 日本でおこなわれているいくつかの代表的なコホート研

究におけるデータベースをもちいて、各種生活習慣病・老年疾患と認知機能低下や

ADL低下との関連について検討すること 3. 各種生活習慣病・老年疾患における認

知機能低下ならびにADL低下のメカニズムにつき基礎的、臨床的検討をおこなうこ
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とである（添付資料、図1）。 

 H23年度については、認知症や認知機能をアウトカムとした各種生活習慣病・老年

疾患関連指標の意義を明らかにするために、文献データベースに基づくエビデンスの収

集を行いシスティマティックレビューをおこなうこと、またその結果を裏付けるための

基礎的、臨床的検討をすすめることを目的とした。システィマティックレビューに関し

ては、検討する疾患のリストアップ、リサーチクエッションの作成とキーワードの設定、

それらを用いた検索式の作成と文献の一次選択を行った。 

 なお、各種疾患と認知機能低下に関する知見を裏付けるための基礎的研究、臨床的研

究としては下記の項目について行った。 

 ○糖尿病におけるGLP-１分泌の検討(分担研究者：井藤) 

○慢性腎臓病モデルにおける脳内酸化ストレスと血圧の関係(分担研究者：下澤) 

 ○睡眠呼吸障害および睡眠中の下肢の不随意運動の測定(分担研究者：山口) 

 ○一般住民集団男性における膝痛、腰痛とQOLとの関連(分担研究者：川口) 

○施設型長期縦断疫学研究からの検討（分担研究者：下方） 

 

 本研究の成績は、中高年の健康指標として、大きな財産になるだけでなく、医療

における薬物療法や、生活習慣改善などの非薬物療法の目標設定に役立ち、国民福

祉への貢献は多大であると考える。 

 

 

B. 研究方法 

生活習慣病・老年疾患と認知機能低下に関するシスティマティックレビュー 

1. 対象文献 

 原則として 1972 年から 2011 年に出版された英語および日本語文献。ヒットする文

献数が多すぎる場合は、期間を最近のものにしぼった。 

2. 対象疾患 

 #1 骨粗鬆症 

 #2 心房細動、心不全 

 #3 白内障、視力障害 

 #4 難聴 

 #5 肥満、糖尿病 

 #6 サルコペニア 

 #7 高血圧 

 #8 低栄養 

 #9 脂質異常症、動脈硬化 

 #10 慢性腎臓病 
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 #11 COPD 

 #12 歯・口腔疾患、摂食・嚥下障害 

 #13 排尿障害 

 #14 変形性関節症 

を対象疾患とした。 

3. 文献検索 

 ①Research Question の設定 

  上記疾患に関して、各疾患特異的な指標を"exposure"とし、認知症および認 

 知機能を"outcome"とした Research Question を設定した。 

 ②Key words の選択 

  各疾患関連の key words としては疾患名に加えて臨床検査項目などを選定した。

認知症および認知機能についての key words はすべての疾患に共通のものとした。 

 ③検索 

  Key words に基づいて検索式を作成し、文献検索を行った。データベースは    

 Medline、Cochrane data base、医学中央雑誌とした。 

 

（倫理面への配慮） 

 内外の学術論文を集積した上で、論文の内容と水準を吟味して上記目的に合致す

る成績を集約する作業は、特に倫理的問題はない。臨床疫学研究に関しては、指針

を遵守するとともに参加者には書面による同意書を取得し、参加への任意性、不参

加でのいっさいの不利益を被らないこと、参加撤回の自由など十分な説明と同意を

行う。基礎的な研究(生化学的実験および動物実験を含む)にあたっては各施設の指針を

遵守する。 

 

 

C. 研究結果 

(1)生活習慣病、老年疾患と認知機能低下に関するシスティマティックレビュー 

1. Research Question の設定 

 平成 23 年度は、認知機能をアウトカムとしてシスティマティックレビューをおこな

うこととした。検討すべき生活習慣病、老年疾患、病態として、以下のものをリストア

ップし、それぞれ担当者を決定した。 

骨粗鬆症、心房細動、心不全、白内障、視力障害、難聴、肥満、糖尿病、サルコペニア、

高血圧、低栄養、脂質異常症、動脈硬化、慢性腎臓病、COPD、歯、口腔、摂食、嚥下、

排尿障害、変形性関節症 

 続いて、それぞれの疾患、病態ごとに、PECO (P:patients, E:exposure, C:control, 

O:outcome)の形式でリサーチクエスチョンを設定した。E (exposure)に関しては、各疾患
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の検査指標、O(outcome)に関しては、各疾患に共通で認知機能とした。 

2. Key words の選択 

 疾患関連のキーワードは、各領域の担当者が選定した（添付資料、表 1）。認知機能

についてのキーワードは、共通のものとして、認知症(dementia)、認知障害(cognition 

disorder)、アルツハイマー病(Altzheimer disease)とした。 

 

3. 検索 

 ①Medline を用いた検索 

  検索年代、文献タイプの限定(システィマティックレビュー以外の総説を除く)、研

究デザインの限定(症例報告は除く)、言語(英語と日本語に限定)、高齢者に限定する

こと、を条件に検索式を設け、この検索式を用いて検索した。各領域ごとのヒットし

た論文数に関しては表 2 にしめす。 

  なお、事前の調査で重要な文献として指定していた文献のうち、キーワードを用い

た検索では、ヒットしないものが存在した。 

 ②Cochrane data base を用いた検索 

  検索年代を指定し、リサーチクエスチョンに沿った検索式を設け、この検索式を用

いて検索した。各領域ごとのヒットした論文数に関しては表 2 にしめす。 

 ③医学中央雑誌を用いた検索 

  医学中央雑誌を用いた検索も同様におこなった。各領域ごとのヒットした論文数に

関しては表 2 にしめす。 

 

 

D.考察と結論 

 今回のキーワードを用いた検索により多くの文献がヒットしたが、領域ごとのヒット

数の違いが大きく、認知機能の関連に関し、研究の盛んな分野とそうでない分野による

違いが明らかになった。この文献リストから、抄録に基づく一次選択を行う文献の選出

を行う。さらに複写論文(PDF ファイル)の読み込みによる構造化抄録の作成へと進行す

る予定である。さらには、ADL をアウトカムとしたシスティマティックレビューに関

しても同様の作業をおこなう。疾患に関連するキーワードに関しては、今回使用したも

のと共通のものを使用できる可能性が高く、効率のよい検索が期待できる。 

 Medline を用いた検索において、事前に指定した重要論文のうち、いくつかの論文が

ヒットしなかったケースがみとめられた。これは、キーワードをもちいた電子的機械的

検索の限界を示す例であり、今後の作業においても検討すべき課題である。今後の作業

において、ハンドサーチをもちいた方法で重要文献の取りこぼしを防ぐ予定としている

が、バイアスが生じるリスクもあり、追加するかどうかは研究班構成員の合意を必要と

することと取り決める。 
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 １）Conference on Ageing Societies a Japanese-Swedish Research Cooperation, 
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 ３）第 42 回日本看護学会－老年看護－学術集会、2011.7.26-27、埼玉 

大内尉義：［教育講演］健やかに老いる－Successful aging のために－ 

 ４）第 30 回日本認知症学会学術集会、2011.11.11-13、東京 大内尉義：会長講演;

血管－神経間相互作用に基づく新たな認知症の発症機構の解明－長寿遺伝子 Sirt1

からのアプローチ 

 ５）第 18 回日本未病システム学会学術総会、2011.11.19-20、名古屋 大内尉義：血

管老化と長寿遺伝子 Sirt1―動脈硬化未病における意義． 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

なし。 

 ２．実用新案登録 

なし。 

 ３．その他 

なし。 
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（添付資料）図 1 
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